
山県市立中学校部活動の地域展開プラン   ８年度 
 

令和８年４月 山県市教育委員会 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 ５ ６ ７ ８ ９ １０ 11 １２ １３ 

段階 改革推進期間 改革実行期間【前期】 改革実行期間【後期】 

目標 休日地域展開 100％ 『平日地域展開』 

〈背景〉          

●少子化の進行     市内中学生人数 

市内の中学生人数〈R7 年 574 人→R16 年 321 人〉 

●生徒のニーズの多様化 

●学校の小規模化 
 

〈目指す姿〉  

●少子化の中でも、生徒がやってみたい活動に継続的に参加できる機会の確保 

●生徒が「楽しさや喜び」を感じ、自己実現する学びの機会の確保 

●地域の持続可能で多様なスポーツ・芸術文化環境を一体的に整備し、 

  生徒の多様な体験機会を確保 

             「学校部活動」を「地域クラブ活動」として展開する 

全ての活動について「地域クラブ活動（TSC）」への地域展開を目指す。体制や環境・人材確保の観点から学校 

部活動を継承しつつ体制等が整った部から、平日も休日も更には大会や発表会も「地域クラブ活動」へ展開する。 

【中学校部活動改革及び地域クラブ活動の推進ロードマップ】 

 
方 針 

 運営 

団体 

山県市認定地域クラブ活動 NPO 法人 Team-yamagata Sports Club（ＴＳＣ） 

 □部活動理念に準拠 □低廉な参加費(非営利) □適切な体制（・活動時間等 ・指導体制 ・安全確保体制 ・運営体制 ・学校連携） 

 
取 組  

三者会議による連携強化 

 □中学校長会 □運営団体 □市教委 

＊方針・取組の共通理解 ＊提案協議 

完全地域クラブ活動展開 

 □平日を含むすべての活動を地域クラブ活動

として展開（◯◯部から◯◯クラブへ） 

休日バス送迎支援 

 □８年度後期からの休日バス送迎 

    (土曜日の午前に運行予定) 

補助（地域クラブ活動推進事業） 


